
任期の半分を過ぎました 
　早いもので、私が町議会議員に当選させていただいてか
ら、二年が経ちました。任期の半分を終えた今、どのよう
な活動を行ってきたのかを本号でご報告いたします。 

働き方改革の機運、高まる 
　若い電通社員の方が過労により自死された事件をきっか
けに、長時間労働をはじめとした現在の労働慣行を変えて
いこうという機運が過去になく高まっています。 

　あたらしい働き方の実現に役立てるように平成28年12月
に開設された、『奈良サテライトオフィス35（三郷）』
は、三郷町でも働き方改革が求められ、浸透しつつあるこ
との象徴と考えられます。 

　テレワークを含めた働き方の改革で、効率的な働き方へ
とシフトすることで、長時間労働をなくし、男女が共に家
事の担い手であり家計の担い手でもあることができる環境
づくりが、少子化の進行・将来の人口減少を防ぐ突破口の
ひとつとなります。 
　私もそういう社会の実現に貢献したいと思います。 

　

2017年6月1日

��������
�������
� �	�
� 三郷町議会報告

き　     たに

病児保育について 
　仕事と子育ての両立のための
環境として不可欠な病児保育で
すが、三郷町はもちろん、周辺
町村にも未だ設置されていませ
ん。 
　私は以前より、三郷町での設
置を求めていますが、西和7町共
同での設置でも、実現できるの
であれば後押ししたいと考え広
域的に活動中です。 

意見書について 
　平成28年3月議会では、国民
年金法等の改正法案を『年金カッ
ト法案』と位置付けた『際限な
い年金減額ストップで若者も高
齢者も安心できる年金制度の改
善を求める意見書』が提案され
ましたが、私は反対しました。 

　この意見書が廃止を求めるこ
の法案は、今まで現役世代の賃
金が下がっても物価が下がらなけ
れば年金が減額されなかったの
を、賃金に連動して年金も減額
される制度とするものです。 
　確かに、現に年金が減少して
生活が苦しくなる方を無視して
はいけませんが、将来的な年金
制度自体の破綻を防ぐためにい
ま必要な改革を行わないこと
は、現役世代の年金制度に対す
る信頼を大きく損ねます。 

　公的年金の持続可能性を高め
るため、賃金減少という現役世
代の負担増と表裏一体に、年金
受給者の負担増となるのも残念
ながらやむを得ないと思います。
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 KITANI SHINICHIRO Sango town assembly report 放課後児童クラブについて 
　三郷町では、放課後児童クラブ（いわゆる
学童保育）として「三郷小学校放課後児童ク
ラブ」と「三郷北小学校放課後児童クラブ」
の二つのクラブが運営されています。 

　この二つの放課後児童クラブについては、
現状小学1年生～小学4年生の児童を預かるも
のとされていますが、特に夏休み・冬休み期
間を中心に、小学5・6年生を受け入れて欲し
いという声が多くあります。 
　確かに、平日の2・3時間ならともかく、両
親が昼間働きに行っている間、夏休みという
ことでずっと子供が家で一人でいることに対
して、「本当に一人で大丈夫なのかな」と不
安を抱かずにおられない人も多いはずです。 

　国も、平成27年4月より、それまで概ね小学
4年生までを対象としていた放課後児童クラブ
の制度を、小学6年生までに拡大しています。

三郷中学校建替事業
　三郷中学校は、昭和48年の建築より、44
年の年月を経て、いよいよ6月より建替が
行われることとなりました。 

　総工費36億円の 
大きな工事ですが、 
三郷町内唯一の中学 
校として、地域の防 
災・交流の拠点とし

　これに対し町は、小学校4年生までのみを受
け入れている現状でも、特に北小では既に定
員間近となっていることを理由に、小学5・6
年生の受け入れはできないと回答しています。 

　もともと、北小の放課後児童クラブは、空
き教室を使った定員70名のクラブであったの
が、希望者の増加が著しいため、平成26年に
約3100万円を投じて新たに建物を建築をし、
定員120名としたものです。 
　しかし、結局希望者は想定を超えて増加し
たため、平成27年度に定員140名、平成28年
度には建物床面積から限界となる180名まで増
やしましたが、それでも現在、少数ですが待
機児童が出ている状態になっています。 

　働く女性の割合は今後増加することはあっ
ても、おそらく減ることはありません。私は、
北小学校の放課後児童クラブをさらに増床し、
三郷小学校・三郷北小学校同時に、小学5・6
年生の受け入れを行っていくべきだと考えます。

て、素晴らしいものに生まれ変わろうとして
います。 
　着工は平成29年6月からで、平成31年4月か
ら校舎として利用される予定となっています。

新 三郷中学校 完成予想図



みなさまおなじみの、三郷町イメージキャ
ラクター「たつたひめ」 
がLINEスタンプに登場 
しています。 
ぜひ、応援 
してあげて 
ください！

この1年間で開催された議会

平成28年第1回（5月）臨時議会
　議長・副議長や委員会の所属などの人事
を決める臨時議会です。 

　議長に高岡進氏、副議長に先山哲子氏が
選出された他、私は文教厚生常任委員会・
上下水道特別委員会の各委員会に副委員長
として所属することとなりました。

「たつたひめ」LINEスタンプ販売中！

平成28年第2回（6月）定例議会
　定例会ですが、例年、比較的議題の少な
い議会です。予算の補正や、条例の制定・
改正などが行われます。 

　この議会では、平成28年4月からの、
年収360万円未満世帯については、上の
きょうだいの年齢に関係なく、第2子の保
育料は半額になり、第3子の保育料は無料
になるという国の制度改正に合わせて、三
郷町条例の改正がされました。

　  （続き）また、定例会の中ではありま
せんが、この頃、長年の懸案「勢野北部土
地区画整理事業」の損失補償について、三
郷町と金融機関との和解が成立しました。 
　その内容は、約18億円を2年間で支払
うというもので、H28年度の一般会計約80
億円の22%に相当するたいへん大きな負
担です。 
　この開発があったおかげで、多くの方に
新たに三郷町で住んでいただけたことなど、
良かった面もあるのですが、今後は民間の
事業の損失を税金で補填するという、今回
のようなことがないようにしなければなり
ません。

平成28年第4回（12月）定例議会
　定例会ですが、6月議会と同じく、比較
的議題の少ない議会です。この時、平成27
年度決算を踏まえた、三郷町の水道事業の
将来の財政シミュレーションが提示されま
した。 
　平成27年12月に水道料金値下の請願が
採択されましたが、それどころか、今の（高
い）料金のままでもあと6年で手持ち資金
が尽きる見込み、という厳しいシミュレー
ション結果が示されました。

平成29年第1回（3月）定例議会
　おもに来年度（今回は平成29年度）の
予算を審議する議会です。 

　来年度では、新規事業等は少なめですが、
上に書いた勢野北部区画整理事業の損失補
償の残金支払いと、三郷中学校の建替費用
の半分を計上したため、過去最高の104億
円余の予算となりました。 
　将来に負担を繰り越さないように、今後
は堅実で効率的な財政運営が望まれます。

平成28年度新規事業の結果

　地域における自主的な防犯活動を補完するため、
犯罪発生の抑止効果がある防犯カメラを設置する
自治会や自主防犯組織等に対し、設置費用の一部
を補助します。

防犯カメラの設置に対する補助金

　平成28年3月末時点で、補助件数は0件、実績
はありませんでした。 
　防犯カメラは、設置して終わりというもので
はなく、情報の取り扱い・その後のメンテナン
スなど、扱いの難しい点があるのも事実です。 
　しかし、犯罪の抑止・解決には効果が高いた
め、今後は扱いやすくする方法・制度を考えて、
ぜひ活用いただけるようになればと思います。

通学路への防犯カメラの設置
　子どもの安全確保や犯罪抑止を目的として、通
学路に10台の防犯カメラを設置し、映像データ
を一括管理します。

　平成28年12月に10台の設置が完了し、稼働
しています。また、29年度予算でも、通学路以
外の場所にさらに10台の設置を予定しています
（全20台）。 
　ネットワークを通じて、常に役場で映像を一
括管理しているため、有事の際素早い対応が可
能となっていますが、ネットワーク化したこと
により、高い維持 
費用（10台で年 
間178万円 20台 
ではその倍額で 
356万円）が必要 
となっています。 
　今後その費用対 
効果を上げる方策 
の検討が必要だと 
感じています。

子ども議会の開催（小学生）
　子ども達に議会の仕組みや町政に対する関心を
深めてもらうため、小学校高学年を対象に子ども
議会を実施し、その内容を掲載した「議会だより
記念号」を発行します。

　夏休み期間中の平成28年8月5日、子ども議会
が開催されました。小学生13名
が参加し、議長2人を除く11名
が、一般質問を行いました。 
　教室へのエアコン設置から、
不審者対策、防災の取り組みま
で、幅広い質問がなされ、真剣
に考えた様子が伝わりました。 

　議会だより記念号と会議録は、
三郷町ホームページでダウンロー
ドできます。

　平成28年度は注目の新規事業がいくつかあり
ました。ここではその実施結果をご報告致します。

住民票・戸籍等のコンビニ交付
　いよいよ三郷町でも、住民票・戸籍などの証
明書をコンビニで発行できるようになります。
（ただし、マイナンバーカードが必要です） 
　システムの準備の都合上、現在のところ平成 
29年11月より稼働予定と少し先ですが、これを
皮切りに、ICT（情報通信）技術で三郷町での生
活がさらに便利になるよう、活動いたします。

　平成28年度、私が参加しました議会は、この5
つの議会です。おもな内容をご紹介いたします。

　助成率：2分の1　　限度額：20万円
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平成28年第3回（9月）定例議会

　おもに昨年度（今回は平成27年度）の
決算を審議する議会です。 
　決算審査は、税金が、有効かつ適切に使
われているかを確認する手続きです。 

　この時の委員会では、近年要望が多い、
小学校の普通教室へのエアコン設置を平成
31年度に行いたいという見通しが示され
ました。 
　少しでも早く、子どもたちが、暑さで体
調を崩すことなく勉強ができる環境になっ
てほしいと思います。　（右上に続く）

平成29年度新規事業について
　平成29年度は、新規事業は少なめですが、 
注目の新規事業があります。
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